
、
な
す
あ
ら
釘
を
憎
た
と
い
ふ
o
包

む

か

も

廷

判

川

町

川

tu崎
中
高
岡
に
仕
へ
て
引
か
な
り
、
，
寸
絹
針
。
肥
後
の
人
菊
池
式
時
の
向
。
引
川
て
竺
即
日
ぶ

'U
配
f
F
iて
品
一
引
刈
什
引
d

h
h
仙
翁
り
崎
り
が
流
れ
・
人
石
川
町
川
の
・
吋
水
サ
ゲ
.
・
汲
ん
で
館
十
況
年
利
市
に
幽
し
て
行
討
を
党
け
、
十
七
年
何
百
武
.
中
に
従
ひ
、
肥
前
の
高
来
に
肘
た
が
、
武
.
ゃ
の
戟
一
組
に
列
し
、
抱
一
文
・
延
貨
の
聞
大
小
特
番
目
別
・
先
筒
頒
回

一
一
し
た
か
ら
、
こ
の
れ
が
あ
る
と
い
ふ
の
は
附
符
で
あ
や
・
加
へ
、
大
坂
川
役
に
ご
，
九
腕
際
で
口
一
つ
を
取
裂
す
る
に
及
ん
で
筑
前
・
諜
附
等
を
流
浪
し
、
永
識
の
一
に
黙
認
し
、
用
人
世
情
ぶ
れ
た
。
延
貸
八
年
試
置
の
ご
-

一
ら
う
o
vヘ
北
一
同
巡
杖
記
に
浅
野
川
と
し
て
ゐ
る
の
は
っ
た
υ
北
和
四
五
年
の
士
総
に
、
一
一
川
一
台
市
・
趣
向
一
初
上
杉
m
容
に
凶
し
、
後
一
越
巾
に
停
っ
て
信
一
色
町
一
千
五
円
.hを
き
¥
自
分
知
有
併
せ
て
ご
千
八
一
一
円
一
石

誌
で
あ
る
。
的
来
の
夜
が
金
持
よ
り
も
行
い
こ
と
は
、
と
あ
ろ
も
の
印
も
n
抵
で
、
総
炊
銭
に
は
元
文
二
年
そ
↑
し
幼
あ
っ
た
路
、
氷
見
焔
阿
陥
を
得
て
そ
の
城
主
と
一
(
内
託
行
.h典
力
知
U
J
付
制
し
、
人
持
制
に
列
し
、
天

台
儲
卿
泡
大
、
永
畑
年
四
月
十
九
日
の
僚
に
ぺ
阿
仰
応
の
子
以
…
郎
総
一
一
一
の
…
中
断
絶
し
た
と
あ
る
ο

一
な
り
、
佐
々
成
政
の
組
中
を
領
す
る
や
之
が
典
力
と
一
利
二
年
武
一
院
の
致
仕
料
一
五

η芝
公
け
、
元
首
相
T

謝
酒
皆
々
に
可
巾
候
向
候
o
』
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
向
キ
タ
ダ
チ
ユ
ウ
エ
モ
ン
菊
田
忠
右
衛
門
初
め
一
な
っ
た
o
天
正
十
二
年
末
森
の
役
後
、
利
家
は
成
政
の
一
四
一
円
石
宥
榊
し
、
次
い
で
御
釘
則
掛
挙
行
・
公
市
中
期

山
富
腕
邸
の
阿
仰
股
が
京
に
溺
梢
を
知
し
て
人
々
に
て
前
川
利
家
に
仕
へ
て
円
石
を
受
け
、
天
正
十
八
年
一
勢
力
を
殺
が
う
と
欲
し
、
十
一
月
八
日
掛
を
武
勝
に
一
奉
行
・
江
戸
御
留
守
町
を
縦
て
、
十
二
年
悦
子
の
怖

政
縛
っ
た
と
い
ふ
訟
で
あ
る
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
八
王
子
の
役
に
功
あ
り
、
鹿
長
一
泊
.
年
大
地
寺
の
仰
に
一
法
っ
て
向
背
の
利
筈
を
総
し
た
o
こ
の
交
捗
は
次
第
一
と
な
り
、
十
六
年
之
を
勉
ぜ
ら
れ
、
正
徳
三
年
十
二

キ
ク
ザ
ケ
コ
ウ
菊
酒
者
一
加
u
w
u
m
対
胤
軒
。
は
M

応
機
胤
を
〕
勤
め
た
。
子
孫
制
鱗
い
で
務
に
仕
へ
る
。
一
に
踏
め
ら
れ
て
、
十
三
年
七
周
回
日
に
は
利
家
か
ら
一
周
返
老
し
て
秋
版
文
は
秋
桜
と
鋭
し
、
隠
腕
料
五
百

文
政
六
年
成
る
o
石
川
郡
鶴
来
村
に
際
遣
す
る
翁
酒
キ
タ
ダ
ヒ
ョ
ウ
ザ
エ
モ
ン
菊
田
兵
左
衛
門
矢
一
武
勝
に
封
し
て
総
和
の
傑
件
を
示
し
、
同
居
廿
八
日
一
石
を
受
け
た
。
苧
保
一
一
一
年
五
月
十
七
日
夜
、
苧
年
八

に
就
い
て
、
諸
替
を
引
き
白
山
均
時
榊
駐
の
祭
神
菊
は
忠
右
衛
門
0

・
民
左
衛
門
前
川
利
家
に
仕
へ
て
小
々
一
に
は
努
紙
を
奥
へ
て
、
迭
に
そ
の
蹄
闘
を
見
る
に
主
一
十
一
一
。

理
州
統
命
と
の
閥
係
を
就
き
‘
又
附
川
を
菊
水
川
或
は
怖
と
な
り
、
巾
凶
即
日
初
せ
ら
れ
た
が
、
大
場
寺
陣
の
一
っ
た
o
末
森
記
に
は
そ
の
前
後
の
感
情
を
誇
記
す
る
一
キ
タ
チ
ノ
プ
ツ
グ
菊
池
信
次
酒
癖
九
右
衛
門
o

r制
と
縛
す
る
こ
と
に
就
き
考
殺
し
た
も
の
。
滞
の
・
時
私
に
先
手
に
加
。
、
射
を
来
越
え
て
鎚
艇
を
得
、
一
が
、
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
武
勝
乃
ち
関
周
知
と
一
笑
は
越
中
紛
釘
都
城
生
城
主
矯
膝
次
郎
右
衛
門
。
初

老
出
村
井
長
治
の
股
が
あ
る
。
-
後
行
脚
さ
れ
て
俸
と
十
石
を
蹴
は
っ
た
。
一
蹴
し
、
長
子
十
六
郎
安
信
阿
陪
城
一
高
石
を
領
し
一
め
菊
池
武
勝
の
女
梢
と
な
っ
亡
そ
の
氏
を
日
し
、
臨

キ
タ
ジ
ツ
カ
セ
ン
菊
十
歌
仙
一
加
。
継
前
の
キ
タ
タ
ン
菊
溜
石
川
榔
M
川
の
源
大
防
子
谷
一
た
。
阪
に
し
て
腿
長
元
年
安
信
は
夜
し
た
の
で
、
利
一
長
三
年
武
勝
の
次
子
掃
併
の
後
を
ポ
け
て
千
.hそ
領

俳
人
的
孤
が
、
一
止
総
四
年
一
剣
舟
山
巾
祖
泉
に
泌
ん
で
、
の
上
な
る
苅
タ
獄
に
抑
制
が
叢
生
し
、
そ
の
館
が
摘
。
一
家
は
舟
膝
小
次
郎
の
子
大
製
を
そ
の
嗣
と
し
て
、
武
一

L
、
大
坂
刊
佼
に
従
う
亡
銃
丸
に
巾
0
創
党
得
、
江

…
日
か
ら
十
日
ま
で
侍
日
航
仙
の
俳
前
党
興
行
し
た
一
都
つ
る
を
以
て
、
古
来
附
川
の
流
そ
菊
水
川
と
も
菊
一
勝
に
後
見
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
が
、
武
勝
は
入
潜
一
永
八
年
現
し
た
。

の
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
作
活
に
は
小
松
の
限

.m川
と
も
僻
す
る
と
大
節
水
純
に
載
せ
る
。
一
の
身
を
以
て
恨
事
に
捻
る
を
好
ま
ず
と
し
、
京
都
紫
一
キ
ク
チ
ヤ
ス
ノ
プ
菊
池
安
信
遡
稽
十
六
郎
、

生
・
朴
人
・
乙
市
・
之
川
・
之
仲
・
盟
各
・
宇
中
が
参
加
し
キ
ク
チ
ジ
ロ
ベ
エ
菊
池
次
郎
兵
衛
菊
池
九
右
一
野
に
徳
目
し
た
o
m院
長
十
一
年
夜
、
法
披
悟
臨
調
徹
一
ま
た
伊
豆
守
に
も
作
る
o
越
巾
阿
地
域
主
術
拙
武
勝

て

ゐ

る

。

序

は

支

考

の

選

。

一

衛

門

正

信

の

次

子

で

、

宗

家

市

左

衛

門

の

養

子

と

な

一

時

士

。

一

の

子

。

天

正

十

一

一

一

年

矢

と

共

に

前

川

利

家

に

制

限

キ
タ
ス
イ
ガ
ハ
菊
水
川

4
キ
ク
タ

y

鈎

抑
0
.

っ
た
も
の
o
前
川
綱
紀
の
侍
隠
と
な
り
、
天
性
施
直
、
一
キ
ク
チ
タ
ケ
ナ
ホ
菊
池
武
富
遡
都
大
向
。
・
十
一
し
、
家
を
裂
い
で
一
一
品
石
を
領
し
、
九
州
・
関
東
の

キ
タ
ゾ
ノ
イ
ホ
ウ
菊
園
建
芳
一
加
υ
川
巾
約
一
抹
に
持
を
浅
く
し
‘
尤
も
侠
の
祭
に
擬
す
る
こ
と
に
一
六
郎
。
初
静
直
版
。
矢
大
泉
の
夜
後
旅
千
二
一
円
石
を
一
一
間
役
に
先
鈴
を
勤
め
た
が
、
問
問
u
k
l
苅
年
矢
に
先
だ
ち

之・討
υ
軒
占
有
は
歌
般
に
旧
民
じ
、
川
市
問
中
に
委
し
か
っ
た
'
妙
を
得
、
伐
に
佐
々
代
科
そ
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
一
袈
ぎ
、
寛
永
の
末
年
宮
J

阪
町
奉
行
と
な
り
、
承
腿
・
一
て
残
し
た
υ

か
ら
.
阪
史
札
物
総
を
別
殺
し
て
純
々
の
こ
と
を
守
崎
る
と
い
ふ
。
点
字
二
年
間
伐
。
一
明
肘
の
閑
線
聞
の
事
務
を
理
し
、
純
治
三
年
版
廻
尚
一
キ
タ
チ
ロ
ク
エ
モ
ン
菊
池
六
右
衛
門
六
右
衛

殺
し
た
も
の
で
あ
る
υ
安
政
六
年
十
一
日
月
狩
野
路
友
キ
タ
チ
ダ
イ
ガ
タ
菊
池
大
愚
日
は
制
限
小
次
一
に
任
じ
、
寛
文
十
年
人
持
組
と
な

菊
池
武
勝

右
衛
門
入
道
と

キ
ク

ニ
二
七

L・ー--


